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日本から出国される外国人のみなさま
ヘ

日本での滞在期間中に国民年金、厚生年金保険及び共済組合等に加入してい
た期間については、被保険者資

格を喪失して日本を出国した場合、以下の①～④すべての条件に該当するとき
に脱退一時金を請求することがで

きます。ただし、日本に住所を有しなくなった日から2年以内に請求する必要があり
ます。

① 日本国籍を有していない

② 国民年金の保険料納付済期間等
※の月数又は厚生年金保険(共済組合等に加入していた期間を含む)が

6月 以上ある

※国民年金の保険料納付済期間等

国民年金の第1号被保険者としての保険料納付済期間の月数、保険料
4分の 1免除期間の月数の 4分

の 3に相当する月数、保険料半額免除期間の月数の 2分の 1に相当する月数、及
び保険料 4分の 3免

除期間の月数の 4分の 1に相当する月数を合算した月数のことをいいます。

③ 日本に住所を有していない

※市区町村に転出届を提出したうえで、再入国許可
・みなし再入国許可を受けて出国する方は請求することができます

が、転出届の提出がない場合、再入国許可の有効期間が経過するま
では国民年金の被保険者とされることから、脱

退一時金は請求できませんのでご注意ください。

④ 年金(障害手当金を含む)を受ける権利を有したことがない

【提出書類】
「脱退一時金請求書(国民年金/厚生年金保険)」

【添付書類】

① パスポート(旅券)の写し(氏名、生年月日、国籍、署名、在留資格
が確認できるページ)

② 日本国内に住所を有しなくなつたことが確認できる書類(住民票の除票の写
し等(※ ))

③「銀行名」「支店名」「支店の所在地」「口座番号」及び
「董求童杢込fI塑璽婆引であることが確認できる

書類(銀行が発行した証明書等。または、「銀行の証明」欄に銀行の証明を受けてくださ
い。)

④ 国民年金手帳、その他基礎年金番号が確認できる書類

※ 出国前にお住まいの市区町村で転出届を提出した場合には、住民票の消除情報から、日本国内に住所を有しな
もヽ

ことを確認できますので、添付書類②は不要です。

【提出時の注意事項】
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へ提出してください。(脱退一時金の受給要件として、日本年金機構が請求書を受理した日に、日本に住所を

有していないことが必要です。)

郵送の場合には、転出 (予定)日 以降に請求書が日本年金機構に到達するよう送付してください。
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ご確認いただき、将来、年金を受け取る可能性を考慮したうえで、脱退一時金の請求についてご検討ください。
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《脱退一時金を請求する際の注意事項》                鍛鋼1電響
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① 老齢年金の受給資格期間 (2017年 8月より、25年から10年に短縮されています。)

年金の受け取りに必要な「資格期間」が 10年 (120月 )以上ある場合、将来、日本の老齢年金を受け取る

ことができます。

・国民年金の保険料を納めた期間や免除された期間

・厚生年金保険や共済組合等の加入期間

・日本の年金制度に加入していなくても資格期間に加えることができる期間 (合算対象期間 )

※合算対象期間とは、過去に日本の年金制度に加入していなかった場合などでも、資格期間に含む
ことができる期間です。(ただし、年金額の

算定には反映されません。)

例えば、日本で永住許可を得た外国籍の方については、海外在住期間のうち、1961年4月 から永住許可を取得するま
での期間 (20歳以上

60歳未満の期間に限る。)が合算対象期間となります。その他、詳細については、年金事務所
へお問い合わせください。
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「資格期間」とは?

② 加入期間の通算
日本と年金通算の協定を締結している相手国の年金制度に加入していた期間がある方は、一定の要件のも

と、加入期間を通算して日本及び協定相手国の年金を受け取ることができる場合があります。ただ L生 1見退=
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【日本と年金通算の社会保障協定を締結している相手国 (2020年 12月 現在 )】

ドイッ、アメリカ、ベルギー、フランス、カナダ、オーストラリア、オランダ、チエコ、ス
ペイン、アイルランド、ブラジル、

スイス、ハンガリー、インド、ルクセンブルク、フイリピン、スロバキア

ることができ くなります。
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脱退一時金の支給額は、日本の年金制度に加入していた月数に応じて、6Ω=星 を上限として計算されます。

ただし、脱退一時金の支給対象とする国民年金保険料納付済期間等又は厚生年金保険及び共済組合等の合計

加入期間が量型盤_3星以前のみの豊間となる場合は、塁:」巳を上限として計算されます。

※日本の年金制度に61月以上加入されていた方が脱退一時金を請求した場合、支給金額は60三を上限として計算されますが、脱量
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※複数回の在留を繰り返し、日本の年金制度に加入する期間が通算で11月 以上になる予定の方で、加入期間に応じた脱退
一時金の

受給を希望される場合には、各在留期間終了後の帰国の都度、請求が必要になる場合があります。(例えば、
3年間 (36月 )で第 1

号・2号技能実習を終了し帰国した後、特定技能 1号 (在留期間の上限 5年 )と して日本に入国する方は、第 2号技能実習終了後

及び特定技能 1号による在留期間終了後に請求することで、各加入期間に応じた支給を受けることができます。)

▼

【脱退一時金にかかる所得税】
○非居住者の方が支給を受ける厚生年金保険の脱退一時金は、その支給の際に、2042%の税金が源泉徴収されます。ただし、

「退職所得の選択課税による還付のための申告書」を税務署に提出することで、源泉徴収された税金の還付を受けられる場合

があります。(国民年金の脱退一時金は、源泉徴収されません。)

○申告書の提出先は、日本国内における最終の住所地又は居所地を管轄する税務署です。申告及び還付金の受け取りのため

には、帰国前に、日本国内における最終の住所地又は居所地を管轄する税務署へ「所得税・消費税の納税管理人の届出書」

を提出する必要があります。 の

「所得税・消費税の納税管理人の届出 」を しないで帰国した場合には、申告時に申告書と併せて提出してください。

○申告書や届出書の様式は、国税庁ホームページ(https://wwwnta.gojp)に 掲載しています。申告などの手続き|
ついてご不明

な点は、税務署にお尋ねください。

0脱退一時金の送金と同時に「脱退一時金支給決定通知書」を送付しますので、原本を所得税・消費税の納税管理人に送付し

てください。

【請求者が脱退一時金の支給を受けずに死亡した場合】

請求者の死亡当時、生計を同一にしていた配偶者、子、父母、孫、祖父母、兄弟姉妹、その他3親等内の親族が代わり
に給付
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国民年金被保険者の脱退一時金の支給                 m餞
電署j

・ 日本国籍を有しない方が、最後に国民年金の被保険者の資格を喪失したとき(日 本国内に住所を有しな

くなった日)から2年以内に脱退一時金を請求することができます。

・ 堡」塗豊1壺」望立菫期質壼超塑彊塾Ωo二が合計して 6月 以上あって、年金を受ける権利を有したことがない方

が対象になります。

※保険料納付済期間等の月数とは

請求日の前日において、請求日の属する月の前月までの第 1号被保険者としての被保険者期間にかかる

・保険料納付済期間の月数

・保険料 4分の 1免除期間の月数の 4分の 3に相当する月数

・保険料半額免除期間の月数の 2分の 1に相当する月数
日保険料 4分の 3免除期間の月数の 4分の 1に相当する月数

を合算した月数のことです。

《脱退一時金の支給額の計算》

最後に保険料を納付した月(基準月)が属する年度と保険料納付済期間等の月数に応じて、支給額を計算

します。

◎2021年 4 以降 | 基準月を有する の支給額

以下の式により計算します。

※脱退一時金の支給額計算方法に関する法令の改正が行われ、2021年 4月 より支
L
」中限月数が 36月

(3年)から60月 (5年 )に引き上げられました。

この見直しは、最後に保険料を納付した月(基準月)が 2021笙二月以降の方が対2となります。

最後に保険料を納付した月(基準月)が 2o21年 3月以前2左については、二れまで通り36月 (3年 )を
上限として、支給額が計算されます。

○基準月が 2021年 3月 以前であれば、36月 (3年 )を上限として支給額を決定

資格取得 1201● 4.1 資格喪失 i202141

喪矢日から2年以内

,

講求
被保険者A

2021,4

○基準月が 2021年 4月 以降であれば、60月 (5年 )を上限として支給額を決定

資格晏失 :2悦 1.5.1
■■・

36月を上織
として支給

総月を上限
としてま給

《計算式》

脱退一時金支給額 =最 後に保険料を納付した月 (基準月)が属する年度の国民年金保険料額
X 1/2 X 支給額計算に用いる数

国民年金保険料納付済期間 (60月 )

最後に保険料を納付した月

(基準月)が2021年 3月 分

最後|こ保険料を納付した月

(基準月)が2021年 4月分

被保険者B

資格取得 12016.5.1

5

爽矢日から2年以内

請求



国民年金被保険者の脱退一時金の支給
お mtttξ

【2021年 4月から2022年 3月までの間に基準月を有する場合の支給額】

保険料納付済期間等 支給額計算に用いる数 支給額

6月 以上 12月 未満 6 49,830円

12 99,660円

18月 以上 24月未満 18 149,490円

24月 以上 30月 未満 24 199,320円

30月 以上 36月未満 30 249,150円

36月 以上 42月 未満 36 298,980円

42 FU-t 48 Htffi 42 348,810円

48月 以上 54月 未満 48 398,640F[]

54月 以上 60月 未満 54 448,470円

60月 以上 60 498,300 Fil

Ω型 1_笙重」曼型壼星墨選誠望コ証五金盪菫己漫國壼饉

基準月の属する年度の国民年金保険料額及び保険料納付済期間等の月数に応じて、支給額は下記の表

のとおりとなります。

※2016年 3月 以前に基準月を有する場合の支給額については、日本年金機構ホームページでご確認ください。

支給額

2016年 4月 から
2017年 3月まで
の間に保険料納

付済期間を有する

場合の支給額

2017年 4月 から
2018年 3月まで
の間に保険料納

付済期間を有する

場合の支給額

2019年 4月 から
2020年 3月まで
の間に保険料納

付済期間を有する

場合の支給額

2018年 4月 から
2019年 3月 まで
の間に保険料納

付済期間を有する

場合の支給額

2020年 4月 から
2021 年 3月まで

の間に保険料納

付済期間を有する

場合の支給額

対象月数

48,780円49,470円49,020円49,230円49,620円6月 以上 12月 未満

97,560円98,940 FЧ98,460円 98,040円99,240円12月 以上 18月 未満

1461340F]148,410円147,060円147,690円148,860円18月 以上 24月 未満

195,120円197,880円196,920円 196,080円198,480円24月 以上 30月 未満

243,900円247,350円245,100円246,150円30月 以上 36月 未満 248,100円

296,820F電 292,680 FЧ294,120円295,380円297,720 Pl36月 以上

12月 以上 18月 未満
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厚生年金被保険者の脱退一時金の支給                 m ml電 署j

・ 日本国籍を有しない方が、最後に国民年金の被保険者の資格を喪失したとき(日本国内に住所を有しな

くなつた日)から2年以内に脱退一時金を請求することができます。

日 厚生年金保険料を 6月 以上支払い、年金 (障害手当金を含む)を受ける権利を有したことがない方が対

象になります。なお、この給付は課税の対象となります。⇒P2ヘ

《脱退一時金の支給額の計算》

厚生年金被保険者期間の最終月 (資格喪失した日の属する月の前月)及び被保険者期間の月数に応じて

以下のとおり計算されます。

※脱退一時金の支給額の計算方法に関する法令の改正が行われ、2021年 4月 より支給上限月数が旦Q二星

(3年 )から60月 (5年 )に引き上げられました。

この見直しは、厚生年金被保険者期間の最終月が
"21盤
二月以降となる方が対象となります。

厚生年金被保険者期間の最終月が 3 の つ 36 3 を上限

として支給額が計算されます。

○最終月が 2021年 3月 以前であれば、36月 (3年 )を上限として支給額を決定

資格取得 :20164.1 資格長失 :2021.4.1

喪矢日から2年以内
請求

被保険者A

.|=・
 1

○最終月が 2021年 4月 以降であれば、60月 (5年 )を上限として支給額を決定

資格取得 :20166.1 資格喪失 :202151

栞失Rから2年 以内

じ

36月 を上限
なして支綸

請求
被保険者B

《計算式》

脱退一時金支給額

=被 保険者であった期間の平均標準報酬額
**X支
給率 ((保険料率

辮X1/2)

X被 保険者期間月数に応じた数)*罐謎菫全国製塑墾1駐塾歴聾」二⊥≧文進L奎1主、込2垂≦2塾塑壺 L)

最終月が2021年 3月分

厚生年金被保険者期間 (60月 )

厚生年金被保険者期間 (60月 ) ●

“

月を上猥
として支輸●

最終月が2021年 4月分



厚生年金被保険者の脱退一時金の支給

<*支給率>

◎最終月が 202 1年 4月 以降の場合

<**翌均標準担酬額>

◇ 厚生年金保険被保険者期間の全部が 2003年 4月 以降の方

被保険者期間の各月の標準報酬月額と標準賞与額の合計
平均標準報酬額 =

全被保険者期間の月数

◇ 厚生年金保険被保険者期間の全部又は一部が 2003年 3月 以前の方

2003年 3月 以前の被保険者期間の 十 2003年 4月 以降の被保険者期間の
各月の標準報酬月 Xl.3 各月の標準報酬月額標準賞与額の合計

Jヽ1ふJl■2`

厚年被保険者期間月数 支給率計算に用いる数 支給率

6月 以上 12月 未満 0.5

12月 以上 18月 未満 12 1.1

18月 以上 24月未満 18 1.6

24月 以上 30月未満 24 2.2

30月 以上 36月 未満 30 2.7

36月 以上 42月 未満 36 3.3

42月 以上 48月 未満 42 3.8

48月 以上 54月未満 48 4.4

54月 以上 60月 未満 54 4.9

60月 以上 60 5.5

厚年被保険者期間月数 支給率計算に用いる数 支給率

6月 以上 12月 未満 0.5

12月 以上 18月 未満 12 1.1

18月 以上 24月未満 18 1,6

24月 以上 30月未満 24 2.2

30月 以上 36月未満 30 2.7

36月 以上 36 3.3

平均標準報酬額 =
全被保険者期間の月数

<辮堡険料率>

最終月が 1月 ～8月 の場合、前々年 10月 時点の保険料率が適用されます。

最終月が 9月 ～12月 の場合、前年 10月 時点の保険料率が適用されます。
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Myanma lnvestment and Commercial Bank

Co-Operative Bank Ltd.

13

ユーロ



14



■■■111り饉 IF,墨_壺1堕菫師 餞8inttmSt=m

優亜1墜E重鏡 i=L重∠菫LE」i山]1聾2菫二重菫墨 捏ユ堕亜聾■
脳騒董二重釜翫乱菫達抵塵睡懸

`L金

∠:里塵墨金』壺盤_

(ふれiSIヽ =an湾
著151目 お`楯ns=壼 j学壺裔■ =せ

、訥
■ )

受付番号    1::日 本年金機構記入欄 }

撃
癖
一
機
一
饉
一
撃種
一
菫
ソ
二お
一
苺頭
一曲一

鶴
一
番
一
暫
一
薗
一
彎

一
彗
一
ぶ
一
菫〓曇
一理歴一麹一口一里

番
一
督
一
“
一
豪
一

■ミ

‐―■,、‐■■t= 露 義轟せ暉■6:=1籠

1.1輸I nj●R,9  導 」需    is
年    月 日

2.観讐t“ al暫薔tξ● (輌t唾 )
請求者本人●署名(す・た,I

3.98督 :学 露餞 結 ヽ電n鶴亀0賞 t題∬奮tt爵
鰤 (tg縛 ,響1賛 )
永住許可の有摯(許可日:}

可i=  」 節‐露   lm"● 風T9 )

4.協檸 :むお1暉磯 :び =心
出脅t口廟お ettmお 田 y=可 η鰤も■質iEttS「18 NS■ 露 1請求者酷 、生年月ヨ及び撃≡通の1主F)

5. xan€ ハ静n滋露ttl鰤 3ヽ鈴t彗雪 `(脱違一時金娠遣先日菫 )

6. ri-rrthtl mrlr5dt{rrr e tJ 横 望 轟 11年金手幅:'11記載事項 )

| |‐ 1‐

mtiFt"毒麟訥●量=
兵 名

瑳` 2■ 織ヽ絹鈴
生年月日

麟
『
年

機

月

磯
〓
日

面軍
「
彗

国糖

inl凛

“

コ■o=Im"撻 n
,ヽ 1■・9“・ 百L
離日後の住所

鈴 tcm

菫金種別
H｀ tt,｀ 2ξ

'羹

輛
=薔
お世im印

|||■  .'●■・ _1.、 十 緩行 コ‐―ド 支店 コー ド

t関口ヽ :お 軍 ,ヽ0,
銀行名

tttn:`"増R

支店名

静

“

町 印 =:鴻
議

支店 の所在地

mtil確 0甲武
`粛
=｀ "`銀行 の証明欄

i師
=簡
口ぉこ

口座番号

ぉ亀i」電inmョ

=G日
:ヽ簡m慮懸湾t゛嘘

請求者本人 の口座名義 お、1lmm m mm(1見轟 imttt調 ■m鰤 じヽ虔臣町R甲1書館饉j口犠 苺 1`[「
t'市留嗜●■■留n:)
ち,カナ(Bt国尚 (■金融機関竜拍宝L′た碑C,ユ IE織 )

`饉 ==●
嶼奮撻脅J薔嬌Y“誓定

基礎年豊番号
i●じ
=薇`en

警こ●●

("い 。1耐綸 」P昔 t紬お議壼f● |・12飾質お●lm理 ))

(日 本年金機構 記入欄 )
力陛入制度   チェック1  チェック2 チェック3 ブ・ェック4

|

厚年
1船
員 国年

l

国共
1地
共 私学 (送金先国)(課税△ノ非 0)(本人請求△/他 2)(日独非対象者△

/対象者 01)

日本年金機構 決定 F] 日本年金機構 受付印

(入力回付年月日)

15

1,18静
ロ

じSt9■

国



¥首 1ね待れ筒
"｀

jtUn‐凝j●諸覆筒響1薔じ簡17｀管誨

わ賞mJ響 宙 (箇・
■薔日雛 露響 薔ね

簡
`mjO～

① i薗ヨ髪ぐヽ館 為簡ini=膚繭 u請む首F覇 薔1輌 3m手 彎:¥UI崎 言僣 薔百
嵩m警 顧 Ч〕

:.1‐ 1」 11:11 1}´ _ 1:.■
11:11111.,i:■ 11:11■ 1、 .1, ,:111t‐ 1、 Fi´ lt‐∴:=■■11‐11,iヽ 11■ 、|‐lI.■ :=il.・ |‐キ1:_■ キ

1. L Iホ
ll、
11 ■I I

o筍耐薔●常首百腱鶴 歯 e首鷲譴識 鑑(彗雨=識 鰤鶴 霧引ド罐
鑑銀鶴 :靖｀

=電
ハ由 ぶ

.滸

“
り〕薔額 it籠鱗 a撻請9雪1替t鰤)

・ ´‐1]`-1ヽ :|二 与:|::,._1■ 11. .Il i二 1:11.||十 11. .占 li、  `′1:曹 1'■1■日.:=て き1,・・ ― ,

。 、ぉ1面」、3.“縮 奮u奮:ハЙ 彗ぉi籠出卸 =静
籠鰤 野 言響 :湾iぎ導ョli「19獅賀重電 (11,薔

g簡薔冨撻i露 壼 eぉ質,虚會響 :織iヨ ｀
“
・ )

||IⅢ  l■●■1■ lii:=I,t■ i、 .■ 二
=セ
|,1_1卜」=二十

111「 .●■l_い .11■lt'1:1・ 1

〕Ч=im n3麟
湾t薔彎綴贅嗜露

「

戯鶏
=`コ
認顕 湾わ簡1鶴 j彎足11ぶ騒語

`浦
J餞面
=営雪
i頭尊0貧"や

由F卜搬 鰤い 離り :古1哺 1勤田線 J

鴻 む。T:ハ衝 1師ヽ燻 =紬
巨国 摯 露雪 :貧t頭 苺判 l「t'面留貧躍誡 む

j鰤 :miqulむ 雪壼ず響 り:由翻

尋i撻 11麟 鍮 僣笥 定bお m」苧 。■=:t哺
鰤■

=.:l i1 11.1‐

,I二 ∫:.1・ :1■ .―,lf r「 |「 |‐ if iⅢ li11■ |七 111111_ '_:11111二 .1・ 111111:_り |11l li:1商 11、 |:■ r■  |||[:■ 111ヽ 1`11.■ |七
オ||_ti_lt tl凛 .:tili t-11‐ 1:r.:ヽ

「:1",11■ .:、 11(■ IF
(■ ¥彗 91"浦

jぜ
叩 :清輌餞m ttjttt mt硼薩 《i節薔fU甲 青衝燃m mj》 i螂苺｀

お自1鶴 j=響 ■ 単う,薔 書fわ RIm」搬 饉諭 むu顎 t湾 i

`協
鶴 :働霞 静 j》 が 要.:紬9騎 m mJ》 《細 洒国 静 鋭 n鶴 ぉm ttJ》 さ

“

9鶴 m遺 》 eョ 《1腱n:学 議賞田 島 む請覆湾iC■》
"

(虚 壼浦・
Jl「 織衝騎簿` 前

'■

鉗■)■ 11■Ⅲ■11'':●11゛
=讐
ず '琴 IF耳■き

Iヽ営■■ 二

'd卸 書fゴ鶴 彗節 錮^:誓疑1璽墜 ■

※ 督
菫 薔 寵紬 ‐む 8=諄 Fれ 満 tin輪 露 in節 七

訥餞 ■●
雪
mビ j鰤 :営 r31 F]iiLtJ !U a Ui-qf a rs'l

口
1 1:11.■

  =1!11.::il.'. |｀ r i:: ||  ●| ||」 ● .1. ir  i 1       4 11:     =1,t'1.1'1'1 lL   :| `.lrt l l  ii l                     ~:i :・

it_1.:(t■ fi■ 1■1■ |■ lt il_11・ 一 :11r■ 唯||_tl― ||.11「・  ■
‐
|、  : ‐1  ‐ 11-~ ‐ |‐ |:  一   ‐・    ~・  ・

■| ::.::|.1 :1■ :L I1 lⅢ 」‐ !]に,三 _■ て 二 [■ |_

申 ね満mj職_師細 曽u響 由譜癬簸 ]。ぶ 1む 〔1細:む 認燿J苧森舗 脅 eヽ i籠 91m営 =壼苺
鯰Y則摯 2tti綸 OЧ

III卜 .|||~1111.1.'IL lr∵ ,11■
t.1.1‐
■
‐
fi_:「‐

_...、‐.._■ ..__..■ .■■_._._.・ _.i ti.‐ _.・ ―|. _:=1・ ‐.・ ・_._.‐‐■_‐■‐・■i・■■・.・ ‐■.・・・ : ――・・・ ●1■ .=・●‐‐
1・ 11:・・ ―■・

‐
1‐ ‐・ ・ヽ ,.・ |・―‐‐・・=‐・・・‐‐:‐ .‐

共済‐組齢に加入していた期麗を塁入して←ださい。

「

や
● (FJ苧 乏管 師 Juutrl薔 露燿Jや 島 曇)1:*:¥彗 薔

in雪
電 呻 =籠 嗅

菫 壼彗
び
冨
渡 `m彗

」‖

"mctfi引
締 露 Ч

来でき し してくださし

(語p由 )り首
`im雪

せ

"m饉
田
部
露磯 鮨 呻 日電

・l織tぷ詩 蒲 むtm鮨 専
“

箇

|lill)li■ 二11.1_I`_ギ li t.′  _j' _」 1_… 1」 二_」 _1 ,

゛■降 辱,,誉 三

か
=〉

J,麟£n,
まで

C10● !ヽ

1.1∫i湾」出`缶露露」螢●髯ni lilit:_・

2.'金 lmi薔」お、●n奮 営壼:螢』■ ■ どヽ,籠ふaSヽ

1l tl l-1.|‐

3.m綺ハOJR m=お ■11デ ,|「

`.市
節樹彗晉懺書的●IF、:‐ :・ -1.1

1・ 11●
清コ的`籠
=産
ご曽嬌
"全

轟 ||‖ 11_

1.1,1駐ム寺,Mi贔諭お鬱重J蓑螢 1ヽ2intヽ )ぶ|=ヽ

..:'1 .´
■|・

.

3.薇轟:講小口。ぉ
=、
a菫 ■1,11.l.―

4.百(ぎ 鈴ヽ督過゙ 書
“
Siド、: .■ _i■

qfr e,'Ie qiig -'t

から

jn薔 3繭

まで

g、薔苗

1.IF詢治瀾由`お=壼
`管

受薇n轟 ||‖ ギ.・

1.薇詢属F、ぉ薔jヽ tttn S,壺j螢乏■■き`1"`nm

l‐ `1 1 1:‐
‐

3薇れ,訥|ハ薔jH sijお ■,l l11 1・
4.麟
"1鈴
菫爆虔号
“
Ч F.: ・

~.|11

ひ肇声し月斃 ヨ

から

ま■

α、1」m

,vド
=cu

1111詢 ハ t`“ 偉`
=壼
j亨 壼贅■岳 口 1.II l・

2.mm小 島 篤饉輸 撻 ,91螢

`■
amttmm

‐ `_:| ||,lr

3.m=、ハ●お 議
=ぉ
.11● Ⅲ.

こ
=“
ヨ
'鮪
“
透壺警菌笥三:‐・・ ―

||キ

゛=,歳 月̀.,ヽ ヨ

=1『
,|ド ■|じ

まで

颯

“

詢‐ tヽ

かも

16

S講轟薔jttt`J、曽8言ざ管

(4り

「

口`
'F燎
事爺a■■歯 1■●嗜,彎籠

|"|'、 L‐J.lti■
・
::|,II,It ill■ ,11

(31j":ma,嗜漱,電
J屁距:lm鮨鶴簿緊a=¬ハ薔jヨ、■ハ

賞簿毒j樹議●4撲

lヵ l1111ド ,i tlill・ litili l・ r,1_′、111

(1い●綸 8綸鷺 質鷲 (学歯 鏑 0

=脇
蓄口註:編諫■ 2m:im関 「口●:aJ薔

.′ ..1!.「 |`r‐ 1111'_111_il■ ■.こ‐

HI11 1・ 1.:_・_ti.:-1.」 ‖il:1l il

(2)綸ざ苺静露綸嶺蒲電(い市m鋤

穏調l薄"
♂
|=｀輸 n'尊 n'“6餞

=豊
F螢 透節 ξ

中 |∵ |:1喘 ‖11.111イ ;´ l,・ .1年 |11

■itilitil i11,‐ r、 |■ _lir



餞1町口|ロツFU」薗薔t餞節せin彎
♂籠ant2j

り甘titm彎薔鳳Л●ξo_bidl尊ヨh"郎 i`t響■餡 Й 音 1鵬 鶴
“

賛』面 lξ 簿鰊 8薔t前雪炉 薔i"饉 島言:輛itξ■簿 由誓簡鋼 GξHi馬ざmS・ mSiF顎 薔tdimЧ

1慧首●lm m $ur1:urct6rr, i$i*&:r森 t`ゴi賛 彙襲静 郎 鰤 摯 S》 Sとユ《5.1歯 mSttISぎヽ 賃tin曽 8

簑 堕
“
塾重菫ユ型旦難重銀亜壺壺週直壺豊曇工i塾ユ1■

」 i翻敵 t印 8癬 atm"Se錯 憑慧鮮摯 日Ⅲ6.番甲 Ё誦 話 im唾彗単t4f酬 ●嘱tm鶴 80嗜 ま ,

り首せt綺彎1師 atri・ 8颯ξ書邊慧饉摯 sh節 節 8首螢t,tぷ 事撻t`、コ山翻督輛tri盤 8爆 J前懸

t切町tttmt、ぃSt“2饉ぃ饉∫●●饉鶴

¥g番 猥 雪 t鮨8田口 由協 .彗 f憫甫‐
“
申 l薄
`・
6t田I賃 Se籍 巖1翼 饉誓賃,せ ms尊 饉 組 tm“言脅腱

“

ぉ、

:,¥首 ■●lmtttS日 ,,言tt、押18`tn璽師警』
“

∬槙mitふ崚曽s CF,S● Ч S:`'■

1誓言意相欄 ft「 ((t饉2t館曽露こ
j｀

首s誓郎 静 St釧苺ヨtttξ樹 1・響 t静
“

露言∫螢 S ettt“ 2“静 頭 .可f餌i・響 t6

E8彙∫螢ふ ,tittt]mjt]枷 学 螢鑽 轄 ttin薔 尋電 :in鰤 麟 待ね筒1讚6tξ ttЙ Ё勧
曽滉 お

`竃lt鰤2t鏡 :ミ書Ч

「
曽 ∫風Лl望

“

誓
質

=日
Jttt“ 2tふぬ 曽 日 ξξ,憑 尊 鮨 ♂

‐望 ¥管
`inttgヽ

■1日 1`日 lF∫雪 通 t顧10劇∫ζ 9`Ч

記入上の注意

請求書の 1～ 6に ついては必ず記入してください。

記入のない場合は請求書をお返しする場合があります。

①「4.請求者氏名、生年月日及び住所」及び「5,脱退一時金振込先口座」は、アルフア
ベット大文字で記入漏れの

ないようお願

②「6.年金手帳の記載事項」の基礎年金番号欄には年金手帳に記載されている基礎年金番号、各制度の記号番号

欄には今まで加入したことのある年金制度の年金手帳の記号番号を転記してください。

③「日本年金機構記入欄」は、記入しないでください。

④「年金手帳の基礎年金番号及び年金手帳の記号番号」は、後日あなたが照会するときに使用しますので、請求

書を提出するときは必ず番号を控えておいてください。

⑤基礎年金番号がわからない場合は、16ペ ージの履歴欄を記入してください。

i etea=er qtlsolso) ,

いします。

び ビ 薇 螢鶴 郎 箇 静 =[==書
営tttitn‐晉 盛 督 F愴

「

環 お 鶴

`艇
tξ崚 ■゛

切り取つて議求書送付時の封筒に貼つて使用してくださtヽ .・
l

(爾●和量iぶ鱗菫1「18ド髯重露嬌ifl:紬

“

彗瀞 =t自
由Ej■ )←

(日本国内から送付する場合も送付先は同じです。)

ИIR』)イИIL

Japan Pension lService (FOreign Business Group)~  3‐
5‐24,TakaidO‐niShi,Suginanli‐ Ku:
Tokyo168-8505  JAPAN

〒168‐8505東京都杉並区高井戸西 3丁目 5番 24号
日本年金機構 (外国業務グループ)

TEL.+81-3口 6700-1165
(‐「he telephOne SerViCe iS in JapaneSe・ )
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